１．夏目漱石　　坊っちゃん

いよいよ学校へ出た。初めて教場へはいって高い所へ乗った時は、何だか変だった。講釈をしながら、おれでも先生が勤まるのかと思った。生徒はやかましい。時々EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ずぬ),図抜)けた大きな声で先生とEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(い),云)う。先生にはEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(こた),応)えた。今まで物理学校で毎日先生先生と呼びつけていたが、先生と呼ぶのと、呼ばれるのはEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(うんでい),雲泥)の差だ。何だか足の裏がむずむずする。おれはEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ひきょう),卑怯)な人間ではない。EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(おくびょう),臆病)な男でもないが、EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(お),惜)しい事にEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(たんりょく),胆力)が欠けている。先生と大きな声をされると、腹の減った時に丸の内でEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(どん),午砲)を聞いたような気がする。最初の一時間は何だかいい加減にやってしまった。しかし別段困った質問もEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(か),掛)けられずに済んだ。EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ひかえじょ),控所)へ帰って来たら、山嵐がどうだいと聞いた。うんと単簡に返事をしたら山嵐は安心したらしかった。
（略）
それからうちへ帰ってくると、宿のEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ていしゅ),亭主)がお茶を入れましょうと云ってやって来る。お茶を入れると云うからごEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ちそう),馳走)をするのかと思うと、おれの茶をEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(えんりょ),遠慮)なく入れて自分が飲むのだ。この様子ではEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(るすちゅう),留守中)も勝手にお茶を入れましょうをEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ひとり),一人)でEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(りこう),履行)しているかも知れない。亭主が云うには手前はEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(しょがこっとう),書画骨董)がすきで、とうとうこんな商買を内々で始めるようになりました。あなたもお見受け申すところ大分ご風流でいらっしゃるらしい。ちと道楽にお始めなすってはいかがですと、飛んでもないEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(かんゆう),勧誘)をやる。EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(にねんまえ),二年前)あるEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ひと),人)のEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(つかい),使)にEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ていこく),帝国)ホテルへ行った時はEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(じょうまえ),錠前)EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(なお),直)しとEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(まちが),間違)えられたEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(こと),事)がある。EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(けっと),ケット)をEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(かぶ),被)って、EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(かまくら),鎌倉)の大仏を見物した時は車屋から親方と云われた。
２．夏目漱石　　我輩は猫である
我輩は猫である。名前はまだ無い。
どこで生れたかとんとEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(けんとう),見当)がつかぬ。何でも薄暗いじめじめした所でニャーニャー泣いていた事だけは記憶している。吾輩はここで始めて人間というものを見た。しかもあとで聞くとそれは書生という人間中で一番EQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(どうあく),獰悪)な種族であったそうだ。この書生というのは時々我々をEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(つかま),捕)えてEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(に),煮)て食うという話である。しかしその当時は何という考もなかったから別段恐しいとも思わなかった。ただ彼のEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(てのひら),掌)に載せられてスーと持ち上げられた時何だかフワフワした感じがあったばかりである。掌の上で少し落ちついて書生の顔を見たのがいわゆる人間というもののEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(みはじめ),見始)であろう。この時妙なものだと思った感じが今でも残っている。第一毛をもって装飾されべきはずの顔がつるつるしてまるでEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(やかん),薬缶)だ。そのEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(ご),後)猫にもだいぶEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(あ),逢)ったがこんなEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(かたわ),片輪)には一度もEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(でく),出会)わした事がない。のみならず顔の真中があまりに突起している。そうしてその穴の中から時々ぷうぷうとEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(けむり),煙)を吹く。どうもEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(む),咽)せぽくて実に弱った。これが人間の飲むEQ \* jc0 \* "Font:新細明體" \* hps12 \o(\s\up 11(たばこ),煙草)というものである事はようやくこの頃知った。
３．雪国の話
東京の学生となって初めての冬、沖縄出身の同級生たちが、「生まれて初めて雪をみた」と感動していた。そんな彼女たちを見て、雪国出身者の私たちは感動した。

　東京にいると、数センチの積雪で電車が止まる。学校が休校になる。なんと、人に優しいところなのだろう。故郷では、１メートル積もっても電車は動き、学校は始業時間を遅らせても通常に授業をした。そういった頑固さに正確な私の高校は高台あった。朝は、勇気ある人たちが踏みしめた坂道を縦一列になって上がっていく。帰りはというと、大分均され広くなった道を横一列になって降りていくという毎日。だからこの時期ならではということも。

（略）
子供のころ、決して軒下で遊んではいけないと厳しく親や先生から言いつけられる。屋根雪が落ちてきて生き埋めになったり、死にはいたらないまでも怪我をする。また、木造家屋の日本では、屋根雪の重みで家の戸の建付けが悪くなった。戸の立て付けの悪さなどまだよいほうで、圧巻は、おろされた屋根雪が道路に溜まり、そこに雪が積もる。それを毎日繰り返すから、いつの間にか家は、雪で四方を囲まれてしまう。すっぽり雪の中に入った家の中の日中は常に白い、そして暗い。暗さは我慢するとして、困るのは外出だ。玄関の重い戸を開けると目の前に雪の階段があり、そこを上らないとどこへもいけなかった。もしくは二階の窓から出入りした。子供たちは、それを楽しんでいたが、大人、特に老人は困っていた。
私たち雪国の生活様式は変化したが、おそらく暖かい地方の人の雪への憧れは変わらないに違いない。今年初めて東京で冬を過ごす沖縄の人は、今、感動していることだろう。（今はそんなこともないのかな？）沖縄出身の同級生たちはどうしていることだろう。東京の雪をみて黒い大きな瞳を輝かせていたっけ。私は、雪で感動できる彼女たちがうらやましかったのかもしれないとウン十年たった今になって思う。私の思いを確かめるように、止んでいたはずの雪が落ちてきた。
４．世界自然遺産　神秘的太古の森　屋久島
1993年に世界遺産に登録された屋久島は、樹齢7200年といわれる縄文杉をはじめとする屋久杉でも有名な自然遺産の島です。九州最南端の佐多岬から南南西に60キロほどの位置に浮かぶ周囲約130kmのほぼ円形（東西約28Km南北約24Km）の島で、面積は約500平方キロ、日本では7番目に大きな島ですが日本の面積の1000分の1（東京23区ほど）しかありません（車で島一周するとだいたい２時間ぐらい）。その小さな屋久島に、九州最高峰の宮之浦岳（1935m）をはじめ1000メートルを超す山々が46座もあり（うち1500メートルを超す峰は20座、九州の高峰の上位7位までがこの島に集中しています）、「洋上のアルプス」とも呼ばれています。
　この地形がおりなす気候には、実に亜熱帯から亜寒帯までが含まれ、九州から北海道の気候が一つの島で見られるということになります。そして、島の90%を占める神秘的な森や特異な生態系に1500種、日本の植物種の7割以上の植物種がひしめきあい、さらに固有種（世界で屋久島だけに自生する固有の植物）が*約40種、屋久島を南限とする植物が約140種、北限とする植物が約20種も見られるという特性から「東洋のガラパゴス」とも呼ばれています。
５．由布岳
日本を代表する温泉地になった、大分県湯布院町に由布岳はあります。豊後富士とも言われ、その姿は優雅で美しいの一言です。
古くから神の山と崇められ「豊後風土記」や「万葉集」にも登場する名峰です。ミヤマキリシマや紅葉、霧氷と年中登山者の絶えることのない人気の山です。標高は１５８４Ｍ、白山火山系に属する死火山で、東峰と西峰の二つのピークを持っています。その形が富士山に似ていることから豊後富士とも呼ばれ、万葉集をはじめ多くの歌人たちに歌われています。最高地点は西峰で一等三角点があり、３６０度の展望が楽しめます。
晴天時には山頂からは、由布院の街、別府湾や九重連山などが望めます。ヤマザクラ、ヤマモミジ、ハゼ、ミズキ、マユミが色づく秋の紅葉シーズンは、ふもとから山肌全体が赤と黄色で鮮やかに彩られます、県内外から登山愛好家が訪れる人気スポットです。

